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周
辺
環
境
の
整
備

①
道
路
の
美
装
化
と
無
電
柱
化

（
Ｈ
24
～
31
）

　
高
梁
地
区
の
市
街
地
は
、
備
中
松

山
藩
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
て
き

た
江
戸
時
代
の
町
割
り
や
通
り
な
ど

シリーズ

歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画 

③

　

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
る
市
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

事
業
概
要
。
今
月
号
で
は
「
歴
史
的
町
並
み
の
周
辺
環
境
の
整

備
」「
景
観
の
保
全
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
�
０
２
５
７
）

が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
本

町
通
り
は
松
山
往
来
の
入
り
口
と
し

て
、
ま
た
紺
屋
川
通
り
は
天
然
の
外

堀
で
「
城
内
」
と
「
城
外
」
の
境
と

し
て
、
と
も
に
歴
史
的
な
町
並
み
や

歴
史
的
風
致
建
造
物
が
色
濃
く
残
る

通
り
で
す
。

昭和2年当時の県立高梁中学校（現高梁高校）と御殿坂

②�

御
殿
坂
修
景
整
備
（
Ｈ
24
）

　
備
中
松
山
城
登
城
の
入
口
に
当
た

る
御
殿
坂
は
、
現
在
の
県
立
高
梁
高

校
の
下
に
位
置
し
ま
す
。
周
辺
の
白

壁
や
高
い
石
垣
と
一
体
と
な
り
歴
史

的
な
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す

が
、
一
部
に
見
ら
れ
る
現
代
的
な
舗

装
や
白
壁
の
損
傷
が
景
観
を
損
ね
て

い
ま
す
。

　
周
辺
景
観
に
合
う
よ
う
、
御
殿
坂

の
美
装
化
や
白
壁
の
修
復
を
行
う
こ

と
で
、
景
観
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

③�

吹
屋
往
来
の
景
観
整
備
（
Ｈ
27
）

　
吹
屋
往
来
は
、
か
つ
て
備
中
・
備

後
産
の
鉄
や
銅
の
鉱
石
、
ベ
ン
ガ
ラ

な
ど
の
運
搬
に
利
用
さ
れ
て
い
た
歴

史
的
な
街
道
で
す
が
、
現
在
、
一
部

の
区
間
で
荒
廃
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

④�

備
中
松
山
城
登
城
道
整
備

（
Ｈ
22
～
23
）

　
備
中
松
山
城
は
根ね

ご

や

小
屋
式
城
郭
で

あ
り
、
麓
に
あ
る
御
根
小
屋
（
現
県

立
高
梁
高
校
）
に
日
常
の
政
務
を
行

う
政
庁
を
置
き
、
山
頂
の
城
と
行
き

来
し
て
い
ま
し
た
。

⑤
案
内
・
説
明
看
板
の
設
置

（
Ｈ
22
～
27
）

　
高
梁
地
区
、吹
屋
地
区
で
は
、国
・

県
・
市
な
ど
指
定
文
化
財
の
指
定
主

体
が
異
な
る
こ
と
、

ま
た
設
置
時
期
の
違

い
な
ど
に
よ
り
、
案

内
・
説
明
看
板
、
文

化
財
や
歴
史
的
人
物

に
関
す
る
標
柱
等
の

統
一
性
が
な
く
、
老

朽
化
が
目
立
つ
も
の

景
観
の
保
全

①
景
観
計
画
の
策
定
（
Ｈ
23
～
25
）

　
良
好
な
景
観
は
市
民
共
有
の
財
産

で
あ
る
と
い
う
意
識
の
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
的
な
景
観

を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
高

梁
の
城
下
町
や
吹
屋
の
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
を
中
心
に
、
市
全
域

を
対
象
と
し
た
景
観
計
画
を
策
定

し
、
歴
史
的
な
町
並
み
と
自
然
が
一

体
と
な
っ
た
良
好
な
景
観
の
保
全
を

図
り
ま
す
。

　
景
観
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
説
明
会
、

景
観
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
い
、
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
こ
う
し
た
歴
史
的
町
並
み
の
中

で
、
都
市
環
境
と
し
て
整
備
さ
れ
た

電
柱
が
歴
史
的
建
造
物
か
ら
な
る
景

観
を
阻
害
し
た
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
が
周
辺
の
景
観
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
か
け

が
え
の
な
い
地
域
の
財
産
を
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
、
ま
た
良
好
な
景
観

は
市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
と
い
う

認
識
の
も
と
、
歴
史
的
な
景
観
に
配

慮
し
た
道
路
の
美
装
化
や
無
電
柱
化

を
行
い
、
歴
史
的
町
並
み
の
保
全
を

図
る
と
と
も
に
、
都
市
景
観
の
向
上

や
安
全
で
快
適
な
道
路
空
間
を
確
保

し
ま
す
（
図
①
②
参
照
）。

無電柱化を計画している本町通りの
現況（上）と完成イメージ（下） 　

現在の御殿坂

　
路
面
の
修
復
整
備
や
案
内
看
板
を

設
置
し
、
吹
屋
地
区
の
下
町
と
下
谷

を
結
ぶ
遊
歩
道
と
し
て
活
用
を
図
り

ま
す
（
図
③
参
照
）。

現在の吹屋往来

も
あ
り
ま
す
。

　
町
並
み
や
歴
史
的
建
造
物
等
へ
の

景
観
に
配
慮
し
た
案
内
・
説
明
看
板

等
を
統
一
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
す
。

　
当
時
の
登
城
道
を
整
備
し
、
復
活

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
城
山
一
体
を

歴
史
的
遺
産
と
し
て
見
る
と
と
も

に
、
登
城
者
が
よ
り
安
全
に
歩
行
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

臥牛山山頂にそびえる備中
 松山城（上）と登城道（下）

分かりにくい案内看板

図① 高梁地区・無電柱化事業位置図

図② 高梁地区・道路美装化事業位置図

図③ 吹屋往来景観整備事業位置図

【お詫びと訂正】２月号９ページに誤りがありました。お詫びして訂正します。
　 「備中神楽が奉納される神社」表中、愛宕神社（成羽町下原）の奉納日
　 （誤）8月最終土曜日 → （正）7月最終土曜日


